
令和 3 年 6月吉日 
関係各位 

長崎災害リハビリテーション推進協議会 
（長崎 JRAT） 
特定非営利活動法人 
ナガサキリハビリテーションネットワーク 
代表 松坂 誠應 

 
「コロナ禍の避難所体験会」 
「フォーラム『災害レジリエンス地域を目指して！』 
～防災危機管理から最先端技術による避難所生活支援に至るまで～」 

 
WEB 中継視聴のご案内 

 
平素より、当協議会の取り組みにつきましてご理解ご支援を賜り、あらためて御礼申し上げます。 

さて、長崎 JRATでは“コロナ禍における災害”を想定して、第 2回目の避難所体験会を実施すると共
に、その他、種々の支援機器の展示および ICT を活用した新たな開発機器や支援システムなどの有
用性を検証し、意見交換を行うために、長崎県・市の防災・危機管理担当者、地域の連合自治会・民
生委員、医療福祉保健関係の県内外の関係団体、企業、大学等の関係諸氏が一堂に会し、コロナ禍で
の避難所の効率的・効果的な運営について協議する『災害レジリエンス地域を目指して！』と題した 
フォーラム・シンポジウムを企画しました。 
また当日は、産学官の参画により、“長崎を「災害レジリエンスな地域づくりを展開する拠点」と

位置づけ”、全国に発信するべく、関係者による協定書の調印式も予定しております。 
当日の模様はWEB 中継により配信しますので、是非、関係者の皆様に広くご視聴いただきたくご

案内いたします。 
【開催概要】 

日時  ：令和 3年 6 月 19 日（土） 12：15～16：15 
      視聴対象：地域 JRAT、JRAT、大学、企業、行政等災害支援に関わる関係者 

視聴料 ：無料 
配信形態：WEB中継（ZOOM） 

      ※申し込みは個人単位で結構です。下記QRコードよりお申込みください。 
       当日のプログラム：別紙をご覧ください。 

 
 
 

 
 

 
本件のお問い合わせ先 
長崎 JRAT 事務局 吉野・淡野・井手 
長崎市銀屋町 4-11 長崎リハ病院内 
TEL095-818-2002 FAX095-821-1187 
jimukyoku@zeshinkai.or.jp 
 

 



 
【主催】 長崎災害リハビリテーション推進協議会（長崎 JRAT） 
     特定非営利活動法人ナガサキリハビリテーションネットワーク 
 
【後援】 長崎県 

長崎市 
一般社団法人長崎県医師会 
一般社団法人長崎市医師会 
公益社団法人長崎県理学療法士協会 
一般社団法人長崎県作業療法士会 
一般社団法人長崎県言語聴覚士会 
公益社団法人長崎県看護協会 
公益社団法人長崎県栄養士会 
一般社団法人長崎県薬剤師会 
一般社団法人長崎県歯科医師会 
社会福祉法人長崎市社会福祉協議会 
認可法人  日本赤十字社 長崎県支部 
一般財団法人未来基金ながさき 
国立大学法人長崎大学病院災害医療支援室 
一般社団法人 長崎県介護支援専門員協会 
一般社団法人日本リハビリテーション支援協会 

 
【現地参加者（予定）】 
     長崎市磨屋地区連合自治会、長崎市立諏訪小学校 

長崎市社会福祉協議会、長崎市地域包括支援センター 
行政および企業の防災関係者 
長崎 JRAT 佐賀 JRAT 
災害時保健医療福祉分野支援団体関係者 

 
【参加企業（出展）】 
     サイントル株式会社 
     長崎三菱自動車販売株式会社 

日産自動車株式会社/日本カーソリューションズ株式会社 
     株式会社ダイソー 
     全国段ボール工業組合連合会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【プログラム】 
午前の部はダイジェスト映像で 12：15～ご紹介します。 
午前の部は、WEB 中継はありません。 

（09：30～） 運用シミュレーション（避難所の実際の受付を想定・長崎市担当者他） 
（10：00～） 避難所体験会 
      ・感染対策、段ボールベッド、電気自動車（非常時電源）等の体験 

・東京大学・サイントル社による「コロナ禍における避難所支援システム実証実験」 
       ～避難所生活支援のための生体・活動情報センシング及び医療スタッフの業務支援

のための遠隔モニタリング～ ※午後のWEB 中継にて詳細をご案内します。 
 
[WEB 中継開始]12：15～ 
12：15～ ご挨拶、本企画についての解説、午前中の部のご紹介 
12：30～ 意見交換会（講演とグループワーク） 

1 部：講演 
① 12：30～12：50 賀来 満夫先生 
（東北医科薬科大学医学部感染症学徳特任教授、東北大学院医学系研究科・名誉教授） 

               「コロナ禍の脅威と対策（仮）」 
② 12：50～13：05 森本 浩之輔先生（長崎大学熱帯医学研究所 教授） 

               「避難所における感染防御と本日の感想」 
   2部：グループワーク 

13：05～13：45 参加者（自治会関係者等） 
※この間、視聴の方には「コロナ禍における避難所支援システム実証実 
験」の様子をご覧いただきます。 

      13：45～14：00 避難所体験会総括 
 
14：00～ シンポジウム「災害レジリエンス地域を目指して！」 

  ～防災危機管理から最先端技術による避難所生活支援に至るまで～ 
シンポジスト（座長：日本災害リハビリテーション支援協会代表  栗原正紀氏） 
長崎市危機管理監                 山口典昭氏 
長崎 JRAT 代表                                松坂誠應氏 
東京大学東京大学大学院工学系研究科長・工学部長  染谷隆夫氏 
東京大学大学院情報学環教授            中尾彰宏氏 

 
16：00～ 調印式 

災害時避難所等生活支援機器・システムの開発・実証・実用化に関する協定 
 長崎市 
国立大学法人長崎大学情報データ科学部 
国立大学法人東京大学大学院工学系研究科 
長崎災害リハビリテーション推進協議会 
一般社団法人是真会 
株式会社長崎ケーブルメディア 
サイントル株式会社 

                                   以上 



主催：長崎災害リハビリテーション推進協議会（長崎JRAT) /NPOナガサキリハビリテーションネットワーク
協力（予定）：長崎県 長崎市 諏訪小学校 東京大学 長崎大学 銀屋町自治会 連合自治会関係者

地域包括支援センター 行政の防災関係者 長崎市社会福祉協議会
長崎市在宅支援リハビリセンター 災害時保健医療福祉分野支援団体関係者
一般財団法人未来基金ながさき 県民ボランティア活動支援センター

避難所運営 避難所備品などの体験会 災害と感染の学習会

展示や体験を企画しています（予定）
段ボールベッド パーテーション ポータブルバッテリー
電源自動車 wi-fi通信機器 体温測定 個人防御用具 など
（当日の天候等で予定が急遽変更になる場合があります）

避難所受付
感染疑いトリアージ
要援護者
日本語のわからない外国人

段ボールベッド組み立て
感染防御用品試着
災害備蓄用品

避難所生活
感染予防
避難所と感染制御

オンラインでの参加が可能です
（別途お問い合わせください）

避難所運営の最新機器・
技術や感染症対策などに
ついて学び合う機会

コロナ感染の中でも災害は待ってはくれません。
少しでも安心な避難所を一緒に考えませんか？

コロナ禍の避難所体験会

令和3年6月19日 土曜日 9：30～14：00
長崎市諏訪小学校体育館にて長崎市諏訪町7番13号

お問合せ:長崎JRAT TEL095-818-2002 （長崎リハビリテーション病院内）

体験しながら学べます

同時開催（14:00～17:00）「産学官連携で災害関連死ゼロに」
●シンポジウム：災害レジリエンス地域を目指して
●実証実験：コロナ禍における避難所支援システム実証実験
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